
に
な
っ
た
。
響
水
は
紙
・
絹
な
ど
に
ひ
い
て
墨
・
絵
具
な
ど
の
に
じ
み

を
防
ぐ
の
に
用
い
ら
れ
た
。
明
警
は
主
と
し
て
薬
用
に
利
用
さ
れ
中
国

や
く
し
ゅ
や

よ
り
輸
入
し
薬
種
屋
で
販
売
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
時
代
に
な
っ
て
日
本
の
明
警
の
大
量
生
産
地
は
豊
後
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
ほ
か
霧
島
・
阿
蘇
・
島
原
・
信
州
・
箱
根
な
ど
で
も
産
し
た
。
中
国

か
ら
の
輸
入
品
が
廉
価
だ
っ
た
が
両
者
が
唐
和
明
箸
と
し
て
流
通
し
た
。

り
じ
ち
ん
ほ
ん
ぞ
う
こ
う
も
く
た
ん
せ
ん

明
箸
の
薬
用
は
、
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
に
「
（
主
治
）
疾
誕
、

よ
だ
れ

飲
僻
（
田
月
腸
病
）
を
吐
下
し
、
湿
を
燥
し
、
毒
を
解
か
し
、
漣
を
追
つ

よ
う
そ

て
血
を
止
め
、
痛
み
を
鎮
め
、
悪
肉
を
蝕
し
、
好
肉
を
生
し
、
厩
痕
、

ち
ょ
う
し
ゅ
あ
く
そ
う
て
ん
か
ん

庁
腫
、
悪
惰
、
癒
痛
、
恒
疾
（
黄
恒
）
を
治
し
、
大
小
便
を
通
ず
、
口
歯
、

だ
い
じ
ゃ
か
つ

き
ゅ
う
し
よ
う

眼
目
の
諸
病
、
虎
、
大
蛇
職
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
虫
の
岐
傷
に
用
い
る
」

肥
前
島
原
藩
で
明
碧
を
つ
く
る

（
明
蓉
を
つ
く
る
そ
の
三
）

恒

松
栖

一
江
戸
期
ま
で
に
み
ら
れ
る
「
明
碧
」

江
戸
時
代
に
な
っ
て
和
明
箸
が
生
産
さ
れ
る
ま
で
の
ミ
ョ
ウ
バ
ン
に

つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ば
ん
せ
き

明
響
は
、
碁
石
（
ア
ル
ミ
ナ
・
鉄
な
ど
の
硫
酸
塩
鉱
物
の
総
称
）
の

上
品
で
透
明
な
外
観
に
由
来
す
る
名
称
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
文
武

天
皇
二
年
（
六
九
八
）
六
月
、
近
江
国
か
ら
白
雲
石
を
献
じ
、
和
銅
六

年
（
七
一
三
）
五
月
、
相
模
・
讃
岐
よ
り
白
箸
石
、
相
模
・
出
雲
よ
り

黄
警
石
、
美
濃
よ
り
青
響
石
、
飛
騨
・
若
狭
よ
り
箸
石
を
貢
せ
し
め
た
。

青
雲
あ
る
い
は
緑
響
は
青
ミ
ョ
ウ
バ
ン
、
黄
饗
は
黄
ミ
ョ
ウ
バ
ン
と
よ

ん
だ
が
、
普
通
に
明
箸
と
言
っ
た
の
は
透
明
で
表
面
に
白
濁
を
生
じ
て

い
る
白
警
を
指
し
た
と
い
う
。

古
く
は
「
ど
う
さ
」
と
も
い
っ
た
が
、
こ
の
名
は
の
ち
に
明
誉
を
溶

か
し
た
水
に
豚
（
に
か
わ
）
液
を
混
ぜ
た
も
の
（
響
水
）
を
さ
す
よ
う

明碁石くKAl3(SO4)2(OH)6〉
（鉱物分類図鑑による）

と
あ
る
。
明
響
は
薬
用
と
し
て

様
々
な
薬
効
が
あ
り
幅
広
く
活
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
明
警
も
和
明
箸
が

豊
後
で
生
産
さ
れ
る
ま
で
は
、
国

内
ま
た
は
中
国
か
ら
鉱
物
資
源
と

し
て
採
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
江
戸
期
豊
後
で
生
産

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
明
警
は
、

１



あ
く

地
獄
の
噴
気
を
生
か
－
し
、
青
粘
土
や
特
殊
な
樹
木
の
灰
（
木
灰
汁
）
を

使
っ
て
精
製
す
る
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
以
前
の
採
掘
や
精
製
の

方
法
と
全
く
異
な
っ
た
特
殊
な
精
製
方
法
で
ミ
ョ
ウ
バ
ン
づ
く
り
を
す

る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

な
す

か
ん

け
花
の
水
揚
げ
や
の
め
り
取
航
リ
、
茄
子
の
つ
け
も
の
づ
く
り
、
栗
の
甘

ろ
に

あ
か
と

露
煮
、
下
水
道
の
垢
取
胸
リ
等
々
有
効
な
活
用
方
法
が
多
く
の
人
々
に
知

ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
江
戸
時
代
に
は
ミ
ョ
ウ
バ
ン
は
貴
重
な
薬
品
で
な

か
な
か
入
手
し
に
く
い
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
違
い
な
い
。
特

に
、
室
町
時
代
に
は
ミ
ョ
ウ
バ
ン
そ
の
も
の
が
中
国
か
ら
国
内
へ
輸
入

す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
庶
民
に
と
っ
て
は
入
手
困
難
な
も
の
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
国
内
産
の
ミ
ョ
ウ
バ
ン
は
で
き
な
い
も
の
か
と
い
う
願
い

は
多
く
の
人
々
が
夢
と
し
て
抱
い
て
い
た
が
現
実
に
は
困
難
な
問
題
で

あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

三
和
明
馨
の
広
が
り

①
豊
後
明
響
の
は
じ
ま
り

和
明
箸
の
生
産
は
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
以
降
に
肥
後
八
代
出

身
の
渡
辺
五
郎
右
衛
門
に
よ
っ
て
幕
府
領
の
豊
後
の
野
田
村
明
箸
と
玖

珠
藩
の
鶴
見
村
明
箸
で
始
め
ら
れ
た
。
渡
辺
五
郎
右
衛
門
は
、
現
在
の

明
誉
地
区
を
中
心
に
生
産
地
域
を
順
次
拡
大
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

豊
後
の
国
で
生
産
さ
れ
た
ミ
ョ
ウ
バ
ン
は
、
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る

ミ
ョ
ウ
バ
ン
に
常
に
価
格
競
争
を
し
い
ら
れ
、
一
時
隆
盛
を
誇
っ
た
が

膨
大
な
設
備
投
資
や
自
然
災
害
に
阻
ま
れ
破
産
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。

２

二
和
明
碧
生
産
の
夢

江
戸
時
代
に
国
内
で
生
産
さ
れ
た
明
箸
を
「
和
明
箸
」
と
い
い
、
中

国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
を
「
唐
明
警
」
と
い
っ
て
区
別
し
て
い
た
。

両
者
を
呼
び
わ
け
て
い
た
の
は
ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
生
産
地
の
違
い
だ
け
で

な
く
ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
質
や
つ
く
り
か
た
の
違
い
に
よ
る
。
唐
明
箸
は
、

ミ
ョ
ウ
バ
ン
石
か
ら
精
製
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
和
明
誉
は
温
泉
の
噴

気
を
利
用
し
、
明
誉
箸
土
か
ら
精
製
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

両
者
の
使
用
方
法
は
先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
薬
用
を
主
に
、
皮

の
な
め
し
、
止
血
剤
、
媒
染
剤
な
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
の
研

究
に
よ
っ
て
京
都
の
慈
照
寺
境
内
に
建
つ
銀
閣
の
壁
の
銀
箔
に
模
し
て

ミ
ョ
ウ
バ
ン
が
使
わ
れ
て
い
た
も
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア

お
で
い

の
メ
コ
ン
河
流
域
の
デ
ル
タ
地
帯
の
飲
料
水
の
汚
泥
を
沈
殿
さ
せ
飲
み

〆
水
と
し
て
浄
化
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
今
日
で
は
古
く
な
っ
た
国
宝
級
の
壁
画
や
絵
画
の
修
復
や

日
常
生
活
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
ミ
ョ
ウ
バ
ン
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
生





島原湾

摩
明
箸
、
肥
前
島
原
明
響
、
さ
ら
に
相
州
明
響
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

豊
後
明
箸
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
湯
の
花
の
研
究
～
湯
の
花
と
ハ

イ
ノ
キ
で
明
響
を
つ
く
る
～
』
平
成
一
九
年
出
版
、
薩
摩
明
箸
に
つ
い

て
は
『
別
府
史
談
』
一
一
三
号
．
二
四
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
肥
前
島
原

明
誉
に
つ
い
て
は
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ノノー
ーーー0⑨

三
肥
前
島
原
藩
の
ミ
ョ
ウ
バ
ン
生
産

①
肥
前
島
原
藩
の
動
き

今
日
の
島
原
半
島
は
、
西
に
雲
仙
市
、
南
に
島
原
市
と
南
島
原
市
の

三
市
が
接
し
て
お
り
、
北
西
の
諌
早
市
を
挟
ん
で
長
崎
市
や
大
村
市
に

南島原市

諌
舌

島原半島付近図

『

グ

ノ行
（
津

原市

、

島原城

g一～弛凸

し
げ
つ
ぐ

城
の
築
城
に
着
手
し
七
年
間
で
完
成
１
‐
）
た
。
重
政
の
次
の
重
次
の
時
代

島
原
一
撲
の
責
め
を
受
け
領
地
を
没
収
さ
れ
た
。

た
だ
ふ
さ

松
倉
氏
の
あ
と
、
寛
永
一
五
年
高
力
忠
一
房
が
浜
松
か
ら
四
万
石
で
入

封
し
た
が
、
次
の
高
長
の
と
き
失
政
を
答
め
ら
れ
改
易
と
な
っ
た
。

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
福
知
山
よ
り
松
平
忠
房
が
三
万
八
三
○
○

石
あ
ま
り
の
ほ
か
に
豊
前
宇
佐
郡
一
万
三
五
四
○
石
、
豊
後
国
東
郡

一
万
四
○
五
○
石
が
加
増
さ
れ
六
万
五
九
○
○
石
で
入
封
し
た
。
島
原

藩
と
豊
前
・
豊
後
と
の
か
か
わ
り
が
よ
り
一
層
深
ま
り
明
響
製
造
の
契

機
を
つ
く
り
出
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
お

み

松
平
家
は
徳
川
家
と
同
族
で
忠
雄
（
元
禄
一
一
年
就
任
）
、
忠
侃
（
享

た
だ
と
き

た
だ
ま
き

保
一
一
○
年
就
任
）
、
忠
刻
（
元
文
一
一
一
年
就
任
）
と
続
き
、
忠
祇
の
と
き

藩
主
幼
少
を
理
由
に
宇
都
宮
に
転
封
と
な
っ
た
。

い
る
。

島
原
半
島
を
領
有
し
た
キ
リ
シ
タ

あ
り
ま
は
る
の
ぷ

ン
大
名
の
有
馬
晴
信
は
慶
長
一
七
年

（
一
六
一
二
）
失
脚
し
、
嫡
男
直
純

が
遣
領
を
つ
ぎ
、
一
九
年
日
向
に
移

封
し
た
。
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）

し
げ
ま
き

大
和
五
条
よ
り
松
倉
重
政
が
四
万
石

で
入
封
し
た
。
元
和
四
年
か
ら
島
原

接
し
て
い
る
。
ミ
ョ
ウ
バ
ン
の
生

産
に
か
か
わ
っ
た
肥
前
島
原
藩
は

島
原
半
島
全
体
に
ま
た
が
る
地
域

で
あ
る
が
、
直
接
ミ
ョ
ウ
バ
ン
生

産
を
行
っ
た
の
は
肥
前
島
原
藩
の

温
泉
（
う
ん
ぜ
ん
・
今
日
の
雲
仙

市
雲
仙
温
泉
）
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
を
支
配
し
た
島
原
藩
歴

代
の
藩
主
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

４

島原城（日本１００名城に認定）









水
が
地
盤
の
上
を
横
流
し
、
接
触
混

合
し
て
温
泉
水
を
形
成
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

温
泉
は
昔
な
が
ら
の
商
店
が
軒
を

連
ね
る
古
湯
地
区
及
び
洋
風
の
し
ゃ

れ
た
建
物
が
並
ぶ
新
湯
地
区
が
あ

る
。
雲
仙
温
泉
が
最
初
に
開
け
た
の

は
古
湯
で
あ
る
が
集
落
の
形
態
を

も
っ
た
の
は
島
原
の
乱
（
一
六
三
七

南
北
三
○
キ
ロ
あ
り
、
典
型
的
な
扇
状
地
を
持
つ
火
山
地
形
を
な
し
て

い
る
。
島
原
半
島
全
体
が
、
美
し
い
山
形
の
四
季
折
々
の
景
観
と
海
に

囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
山
陰
系
火
山
で
唯
一
の
活
火
山
で
あ
る
。

半
島
の
中
央
部
は
火
山
性
陥
没
地
溝
で
雲
仙
地
溝
と
呼
ば
れ
、
こ
の
地

溝
の
中
心
部
に
雲
仙
岳
諸
峰
が
そ
び
え
て
お
り
、
東
端
は
眉
山
、
西
端

は
猿
葉
山
へ
と
連
な
っ
て
い
る
。

雲
仙
温
泉
の
源
泉
で
あ
る
地
獄
の
成
因
は
、
地
獄
の
背
後
地
の
矢
岳

に
降
っ
た
雨
水
が
地
下
水
と
な
っ
て
酒
養
さ
れ
て
い
る
。
地
獄
の
源
は

千
々
石
湾
の
地
下
に
あ
る
マ
グ
マ
溜
ま
り
か
ら
基
盤
岩
の
割
目
で
あ
る

小
浜
の
金
浜
断
層
を
通
っ
て
上
昇
し
て
き
た
過
熱
水
蒸
気
や
ガ
ス
で
あ

る
。
地
獄
地
帯
で
は
上
昇
し
て
き
た
噴
気
ガ
ス
が
地
盤
の
割
目
か
ら
噴

出
し
、
こ
れ
に
矢
岳
か
ら
の
地
下
水
が
地
盤
の
上
を
横
流
し
、
接
触
混

雲仙温泉大叫喚地獄

料
と
な
る
「
明
箸
響
土
」
と
「
湯
ノ

花
」
と
の
か
か
わ
り
か
ら
推
測
す
れ

ば
旧
八
万
地
獄
付
近
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
が
今
一
度
調
査
の
余
地
が

あ
る
。
ま
た
、
地
獄
を
生
か
し
て
生

業
と
す
る
営
み
が
あ
る
場
所
に
は
必

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
に
神
仏
を
お

祭
り
す
る
洞
が
安
置
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
雲
仙
で
は
六
地
蔵
尊
が
す

８

年
）
以
降
と
言
わ
れ
て
い
る
。

温
泉
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
八
万
地
獄
、
清
七
地
獄
・
雀
地
獄
・

お
糸
地
獄
な
ど
大
小
取
り
混
ぜ
て
三
○
ほ
ど
に
も
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
地

獄
は
勢
い
よ
く
噴
気
を
放
出
し
噴
き
上
げ
て
お
り
、
豊
後
の
明
箸
地
区

や
薩
摩
の
栗
野
岳
の
八
幡
地
獄
に
類
似
し
そ
の
勢
い
は
前
者
に
勝
る
勢

い
で
あ
る
。

島
原
ミ
ョ
ウ
バ
ン
は
ど
こ
で
生
産
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
幾

つ
か
の
疑
問
を
含
み
な
が
ら
関
係
者
の
話
を
総
合
す
る
と
旧
八
万
地

獄
・
雲
仙
お
山
の
情
報
館
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
今
日
で
は
旧
八
万
地

獄
に
は
噴
気
を
放
出
す
る
地
獄
は
な
い
。
し
か
し
、
付
近
に
は
大
正
二

年
の
地
獄
実
測
図
に
「
湯
ノ
花
製
造
所
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

お
り
、
ミ
ョ
ウ
バ
ン
製
造
の
原
材
料
と
な
る
「
明
箸
響
土
一
と
「
湯
ノ

旧八万地獄。雲仙お山の'情報館





四
九
州
明
磐
生
産
の
略
年
表

一
六
一
二
（
慶
長
一
七
）
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
有
馬
晴
信
失
脚
し
自
刃
す

る

一
六
一
六
（
元
和
二
）
松
倉
重
政
大
和
五
条
よ
り
四
万
石
で
入
封
す

る

一
六
一
一
三
（
元
和
九
）
初
代
重
政
七
年
か
け
て
島
原
城
完
成

一
六
三
七
（
寛
永
一
四
）
島
原
の
乱
（
一
一
代
勝
家
領
地
を
没
収
さ
れ
る
）

’
六
六
四
（
寛
文
四
）
渡
辺
五
郎
右
衛
門
明
誉
製
造
を
企
て
る

一
六
六
六
（
寛
文
六
）
渡
辺
五
郎
右
衛
門
明
箸
製
造
の
め
ど
が
つ
く

一
六
六
九
（
寛
文
九
）
松
平
忠
房
六
万
五
千
石
で
入
封
す
る
、
豊
前

宇
佐
・
豊
後
高
田
が
領
地
と
な
る

一
六
七
一
（
寛
文
一
一
）
我
国
最
初
の
明
箸
製
造
開
始
、
幕
府
専
売
特

許
を
与
え
る

一
六
九
四
（
元
禄
七
）
貝
原
益
軒
「
豊
国
紀
行
」
に
明
響
の
こ
と
を

記
す

一
七
一
一
一
一
（
正
徳
一
一
一
）
『
和
漢
三
歳
図
会
』
に
明
箸
は
速
見
郡
に
多

く
産
す
、
近
世
華
人
に
製
法
を
習
う

一
七
二
九
（
享
保
一
四
）
丹
羽
正
伯
に
明
箸
製
造
法
を
紹
介
、
品
質
優

秀
を
認
め
た

一
七
三
一
一
（
享
保
一
七
）
四
代
忠
刻
は
倹
均
令
の
励
行
、
櫨
樹
一
○
万

本
を
植
さ
せ
る

一
七
三
六
（
元
文
一
）
栗
野
岳
温
泉
の
山
の
神
に
石
造
の
洞
を
中
西

伊
左
衛
門
寄
進
す
る

一
七
三
七
（
元
文
一
一
）
後
藤
百
左
衛
門
栗
野
岳
の
山
の
神
に
石
造
の

手
洗
い
鉢
を
寄
進

た
だ
ひ
ろ

一
七
五
四
（
宝
暦
四
）
戸
田
氏
二
代
忠
寛
就
任

一
七
五
八
（
宝
暦
八
）
江
戸
、
大
坂
・
京
都
・
堺
に
明
警
会
所
が
で

き
た

一
七
六
一
一
一
（
宝
暦
一
三
）
明
箸
最
大
供
給
量
一
一
七
万
一
○
○
○
斤

一
七
六
七
（
明
和
四
）
明
碧
の
国
内
生
産
高
二
○
万
斤
、
肥
前
島

原
一
万
斤

一
七
七
一
一
（
安
永
一
）
豊
後
の
市
平
、
薩
摩
明
響
製
造
を
創
業
し
た

た
だ
ひ
ろ

一
七
七
四
（
安
永
一
二
）
松
平
忠
恕
（
六
代
）
再
入
封
し
た

一
七
八
一
（
天
明
一
）
薩
摩
明
警
市
場
へ
多
量
流
出
す
る

一
七
八
七
（
天
明
七
）
寛
政
の
改
革
は
じ
ま
る

一
七
九
一
一
（
寛
政
四
）
雲
仙
岳
大
爆
発
「
島
原
大
変
・
・
・
」
を
生
む

た
だ
よ
り

松
平
七
代
忠
懸
就
任

1０

記
録
も
き
っ
と
内
蔵
き
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
探
っ
た
が
今
日
ま
で
残

念
な
が
ら
捜
し
え
て
い
な
い
。
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